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①題材名 「モチモチの木」（指導時期 3 月）
























※単元指導計画（ 7 時間）を、資料 3（巻末）に示す。
（３）実践方法
2015年 3 月、岐阜県内の小学校 3 年生 2 クラス（ 1 組





























































































































































































問題① 20.94 35.77 .000***
問題② 23.24 37.47 .001*







問題① 32.79 31.74 .742
問題② 31.74 34.42 .450











（川端亮・樋口耕一，Ver. 2.00f, 2015 12/29, RSS）に

































実験群 統制群 t 値
有意確率
（両側）
問題① 18.58 －0.70 3.911 .000＊＊＊
事前事後の差 （17.19） （13.46）
問題② 16.47 2.95 2.848 .007＊＊
事前事後の差 （14.87） （14.78）











問題 事前 11.8 4.6 19.7 6.1
① 事後 24.1 8.0 20.4 6.6
問題 事前 13.4 4.1 17.8 4.7
② 事後 22.6 6.1 20.6 4.6
問題 事前 10.9 3.8 16.9 5.2
③ 事後 22.8 7.1 18.7 5.5

















※関連線が 5 本以上ある場合に を付した。
























るが、共起ネットにおける関連線 5 本以上の語数は 5 語
から 1 語に減少している。表現の平板化が推測される。










事前 事後 事前 事後
(図2)（図3）（図4）（図5）
お母さん 1.212 親・先祖 ― ○ ― ―
病院 1.265 店・旅 館・病院・劇場など ― ― ― ○
ねつ 1.571 生理 ○ ○ ― ―
言う 2.31 言語活動 ― ○ ― ―
着る 2.3332 衣生活 ― ― ― ○
使う 2.3852 扱 い・操 作・使用 ― ○ ― ―
だいじょ
うぶ 3.1346 難易・安危 ― ○ ― ○





語 句 分類番号 分類名
実験群 統制群
事前 事後 事前 事後
(図 6 ) （図 7 ） （図 8 ） （図 9 ）
今 1.1641 現在 ― ― ○ ―
うしろ 1.174 左右・前後・たてよこ ― ○ ― ―
下 1.1741 上下 ― ― ○ ―
人 1.2 人間 ― ○ ― ―
ルール 1.308 原理・規則 ― ○ ― ―
かいだん 1.443 部屋・床・廊下・階段など ― ○ ○ ―
すべりだい・すべり台 1.457 遊具・置物・像など ― ○ ○ ―
上る 2.154 上がり・下がり ― ○ ― ―














の 1 回目と 2 回目を比較する。表 5 の抽出語数平均は、




































問 題 ① 問 題 ② 問 題 ③
事前 事後 事前 事後 事前 事後
Ⅰ 29.4 5.9 17.6 0.0 23.5 5.9
Ⅱ 35.3 17.6 29.4 29.4 11.8 17.6
Ⅲ 17.6 17.6 17.6 17.6 47.1 11.8
Ⅳ 17.6 41.2 35.3 47.1 11.8 35.3
Ⅴ 0.0 17.6 0.0 5.9 5.9 29.4
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
段
階
問 題 ① 問 題 ② 問 題 ③
事前 事後 事前 事後 事前 事後
Ⅰ 5.3 5.3 0.0 10.5 21.1 21.1
Ⅱ 21.1 21.1 47.4 36.8 36.8 31.6
Ⅲ 26.3 31.6 0.0 0.0 0.0 0.0
Ⅳ 36.8 31.6 47.4 47.4 31.6 31.6
Ⅴ 10.5 10.5 5.3 5.3 10.5 15.8
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
表８ 問題③で使用された語彙の意味分類
※関連線が 5 本以上みられた該当欄に○を付した。
語 句 分類番号 分 類 名
実験群 統制群
事前 事後 事前 事後
(図10) （図11） （図12） （図13）
いっしょ 1.1551 統一・組み合わせ ○ ― ― ―
外 1.177 内外 ○ ― ― ―
中 1.177 内外 ― ○ ○ ―
全部 1.194 一般・全体・部分 ― ○ ― ―
男の子 1.205 老少 ― ○ ― ―
家 1.251 家 ○ ○ ○ ○
おうち・お家 1.251 家 ― ○ ○ ○
店 1.265 店・旅館・病院・劇場など ― ― ― ○
おままごと→ままごと 1.337 遊楽 ― ○ ― ―
ダンボール 1.411 紙 ○ ○ ○ ―
テープ 1.416 コード・縄・綱など ― ○ ― ―
ゆか 1.443 部屋・床・廊下・階段など ― ○ ― ―
まど・マド 1.444 屋根・柱・壁・窓・天井など ○ ○ ― ―
かべ 1.444 屋根・柱・壁・窓・天井など ― ○ ― ―
屋根 1.444 屋根・柱・壁・窓・天井など ― ○ ― ―
ドア 1.446 戸・カーテン・敷物・畳など ― ○ ○ ―
かんばん 1.458 標章・標識・旗など ― ― ― ○
立てる 2.122 成立 ― ― ― ○
来る 2.1527 往復 ― ○ ― ―
入る 2.1532 入り・入れ ― ○ ○ ○
遊ぶ 2.337 遊楽 ― ○ ― ○
使う 2.3852 扱い・操作・使用 ― ○ ― ―
作れる→作る 2.386 製造・加工・包装 ○ ○ ○ ○
すてき 3.1302 趣・調子 ○ ― ― ―
きれい 3.134 調和・混乱 ― ― ― ○
たくさん 3.191 多少 ― ― ― ○
広い 3.1912 広狭・大小 ― ○ ― ―
とーっても→とても 3.192 程度 ― ○ ― ―
楽しい 3.3011 快・喜び ― ○ ○ ―
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巻末資料
＜資料 3＞ 「モチモチの木」の単元指導計画（７時間）
思考力・表現力を重視した国語科と図画工作科の合科的指導
― 157 ―
時 合科的指導の手だて
1
〈図画工作科の学習活動から国語科の学習活動へ〉
・各場面の言語的イメージと絵画的イメージを繋げて
表現させる。
2
第一場面：おくびょう豆太
・人物の相互関係や、地の文との関係を図式化する意
味あいを持たせる。
3
第二場面：やい、木ぃ
・昼間と夜の対比を、用紙の背景を白と黒（灰色）に
することで演出し、絵と文で表現させる。
4
第三場面：霜月二十日のばん
・登場人物の相反する心理状況を、絵と文で表現させ
る。
5
第四場面：豆太は見た
・場面としてのモチモチの木と、登場人物との関係を
絵と文で表現させる。
6
第五場面：弱虫も、やさしけりゃ
・人物相互の関係について、物語の冒頭部分と比較し
て絵と文で表現させる。
7
まとめ
・人物の観点からとらえた絵画表現と文章表現により
単元のまとめをする
